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職員による
隠し芸大会を行いました。

入居者の皆さんにも出演、審査員をしてもらい
大いに盛り上がりました。
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手作り獅子舞に頭を
かじってもらいました。
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書初めしました！
丁寧に心を込めて
書いてくださいました。
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サツマイモをタコ焼きの具にしていただきました！
甘味があってとっても美味しかった～ご馳走様でした。
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うまく書けている？
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1月15日に
恒例の餅つきを行いました。

皆さんの 「おいしょ～～！」 と大きな掛け声で
ふっくらしたお餅が出来上がり、

きなことあんこをかけて美味しく食べました。
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大きな鬼の的に向かって思いっきり
「鬼はー外―！！」
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　佐々木 秀房

第93号 　みなさんこんにちは。雪解けも進んで昨年はまだ雪か
きをしていたのに、ここ数日、降雪も無く気温も4月並みの
高い日も有り、2月のあの大雪は何だったと驚くしだいです。

新しく大平荘ができる近くの田んぼの雪が融けたのに、あの白いものは何だろうと車を走らせながらよく見ると、
北帰行の白鳥の羽休みの群れでした。もう春はそこに来ていますが、いかがお過ごしですか。新しくできる大平荘
も雪や風の中、着 と々工事を進めていただいており、晩秋には完成の予定だそうで嬉しいですね。
　昨年は、秋田県も秋田市も新しいリーダーが誕生し、住みよい秋田になっていくことを期待していますが、国に
おいては、史上初の女性総理大臣も誕生し、さらに衆議院員選挙も急に行われ、こちらも史上初の一党による議
席多数獲得も発生しました。数に物を言わせてトランプさんやプーチンさん習近平さんのような政治政策手法は
取って頂きたくないですね。普通に物価も安定、平和に過ごせる世の中、気候も普通で熊の出没も人身被害も無く
平和な１年で新しい大平荘の完成を待ちたいですね。皆様のご健勝をお祈りいたしております。

４月　お花見ドライブ
５～６月
　　　園芸
７月　大平荘夏祭り
９月　長寿と健康を祝う会

　ご面会につきまして、事前
のご連絡や時間など一定の
ルールを設けさせていただ
いております。ご家族の皆
様にはご不便をおかけして
おりますが、引き続きご理解
とご協力をお願いいたしま
す。今後とも季節を感じてい
ただける行事や楽しいレク
リエーションを企画・実施
し、入居者様の笑顔あふれ
る毎日を支えられるよう、職
員一同努めてまいりますの
で、よろしくお願いいたしま
す。

施設からのお願い

今後の行事予定

○大平荘家族会は、令和６年度において次のような活動を行ってきました。

１　役員会を昨年７月と９月に開催し、大平荘の主な行事である「夏祭り」、

「長寿と健康を祝う会」への協賛を行いました。「長寿と健康を祝う会」の贈

呈品は昨年と同様に、いつでも好きな音楽や動画が鑑賞できて好評のタ

ブレット端末の寄贈をし、夏祭りでは例年通り花火代の補助を行って、入居

者の皆様に喜んでいただくことができました。

２　亡くなられた入居者のご家族に対しての献花を行いました。

３　感染症対策に伴い面会が制限されることもありましたが、可能な限り対

面での面会をすることができました。他にも、自宅への一時帰宅や家族と

の外出、家族の受診の付き添いについてもご家族の協力のもと進めること

ができました。また、施設と家族の間で情報交換をこまめに行い、入居者の

ケアに反映させることができました。

４　家族会報については年２回発行し、施設行事の様子を掲載することで、

面会ができなくても入居者のご様子を見ていただけるよう努めました。

５　検討事項であった近年の物価高騰に伴う会費の増額について役員会で

話しあい、現状の会費のままでは特に支障なく運営がされたため現状のま

まとします。他、会計監査を新たに選出していくことにしました。

　令和６年度家族会活動報告

令和７年度家族会役員

会　　長　佐々木秀房

副　会　長　佐良土　豊

事務局長　金持　英一

幹　　事　渋谷さとみ

会計監査　伊藤　晴美

森山ますみ
【令和6年度家族会決算書】
令和6年9月1日～令和7年8月31日

令和7年9月1日～令和8年8月31日

会 費

寄 付

雑 収 入

繰 越 金

合 計

480,000

1,000

1,000

21,907

503,907

499,600

5,000

368

21,907

526,875

19,600

4,000

△ 632

0

22,968

120名

利息等

予算額 A科　　目

収入 （単位：円）

決算額 B 付　記比較増減 B-A

繰 越 金 526,875 461,958 64,917 次年度へ繰越

収　入科　　目

次年度繰越金 （単位：円）

支　出 付　記合　計

敬 老 会 お 祝 い 品

夏 祭 り 協 賛 金

ボランティア活動助成費

レ ク 大 会

家族合同学習会協賛金

慶 弔 費

事 務 費

雑 費

合 計

100,000

230,000

1,000

20,000

2,000

110,000

30,000

10,907

503,907

99,000

230,000

0

0

0

94,510

33,448

5,000

461,958

1,000

0

1,000

20,000

2,000

15,490

△ 3,448

5,907

41,949

タブレット端末 3台

花火代

初穂料

仏花代 30名
役員退任者花代 1名
会報発送料、振込手数料　
書面表決書発送料

予算額 A科　　目

支出 （単位：円）

決算額 B 付　記比較増減 A-B

〇大平荘家族会は、大平荘の事業展開に関心を持ちながら入居者や施設と

の親睦を図り、入居者の生活がより良いものになるよう可能な限り協力して

いきます。

　つきましては、次のとおり重点計画を定め、実施していきます。

１　入居者に喜ばれる、楽しめる企画を開催していきます。

・例年入居者が楽しまれている大平荘の主要行事となる「夏祭り」と「長寿

と健康を祝う会」の開催前は役員会を開催し、家族会の協賛や活動内

容について協議します。

２　入居者の生活の質の向上の為に協力していきます。

・亡くなられた入居者への献花を実施します。

・入居者の生活の向上に関する勉強会や親睦を深めるレクリエーションな

どの企画を施設と協力しながら進めていきます。

３　入居者の生活を支えていきます。

・それぞれの家族の生活状況に応じながら、面会や一時帰省の受入、外

出介助や通院の付添いなどを可能な範囲で行っていきます。

・施設との情報交換を行い、入居者に対するケアのあり方を一緒に考えて

いきます。

４　家族会報を年２回発行し、情報提供に努めます。

５　家族会の活動や運営方法の見直しを行っていきます。

　令和７年度家族会活動計画

【令和7年度家族会予算書】

会 費

寄 付

雑 収 入

繰 越 金

合 計

480,000

0

1,000

64,917

545,917

480,000

1,000

1,000

21,907

503,907

0

△ 1,000

0

43,010

42,010

年会費（4800円）×100名

利息等

予算額 A科　　目

収入 （単位：円）

前年度予算額 B 付　記比較増減 A-B

敬 老 会 お 祝 い 品

夏 祭 り 協 賛 金

ボランティア活動助成費

レ ク 大 会

家族合同学習会協賛金

慶 弔 費

事 務 費

雑 費

合 計

100,000

250,000

1,000

30,000

10,000

105,000

40,000

9,917

545,917

100,000

230,000

1,000

20,000

2,000

110,000

30,000

10,907

503,907

0

20,000

0

10,000

8,000

△ 5,000

10,000

△ 990

42,010

仏花代 30名　　　　　　　　　　　　

会報発送料など

初穂料など

予算額 A科　　目

支出 （単位：円）

前年度予算額 B 付　記比較増減 A-B

　令和7年9月3日家族会総会が開催され、コロナウイルス等感染拡大防止
対応期間中の為書面表決書での決議としました。会員数96名中書面表決
書提出者77名。集計の結果77名の賛成、反対0名となり、原案の通り決議
としました。


